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薫風の５月です。やっと５月らしい気候になってきました。連休はどのように過ごされたでしょ

うか。緊張の４月が過ぎ、学年ごとの最初の取り組みがおこなわれました。 

 

１年生：神戸方面への校外学習：震災の後をたどり、身の回りを見直していこう。 

    各班で、学習の報告会をおこないました。 

    神戸港のクルージング、ポートタワーを見学、そして「人と防災未来センター」で調べ学

習をしてきました。 

２年生：篠山市内でのフィールドワーク：来年の修学旅行のための事前学習の意味もあります。 

    班行動の実績を確認しながら、クラス作りや学年作りをおこないました。 

    今年度は宿泊学習でなく、日帰りでの校外学習、アスレチック・班別市内散策をおこない

ました。市内散策では、班ごとの目標タイムの設定もあり、ゲーム感覚での興味ある取り

組みになったようです。 

３年生：修学旅行（長崎・佐世保方面）：２泊３日、大阪を離れて、

集団での宿泊行事でした。 

    最終学年として、これから１年間の取り組みの出発として

の行事でした。 

３学年とも、天候にも恵まれ、３年生はきわどい場面もありまし

たが、本降りの雨にも会わず、全日程をおこないました。 

 

朝の読書の時間の継続 

：「みんなで読もう、毎日読もう、好きな本を読もう、集中して読

もう｡」読書の習慣化は、生徒の成長にとてもプラスになりま

す。自分以外の考えに接し、少しずつですが生き方に、変化が出てくると思います。 

家庭学習の充実のお願い 

：家庭での学習の時間の確保｡集中して学習すること｡１年生は１時間、２年生は２時間、３年生は

３時間。３年生は、クラブなどとの両立を迫られますが、１年通してやり遂げてほしいと思い

ます。各教科の学習をまんべんなく復習していく態度が、やがて大きな結果をもたらすと思い

ます。 

中間テスト 

１年生にとっては、初めてのテストでした。入学から一月。毎日、いろいろな教科を、いろいろ

な先生に習う中学校の学習方式に慣れましたか。定期テストは、その学習の成果（できているとこ

ろとまだ自分のモノにしていないところ）を自分で問うものです。点数にのみこだわるのでなく、

できなかったことは何なのかを、調べて復習をしていってください。復習することで、次の学習に

必ずプラスになります。 

 

体育館耐震化工事 

学校の耐震化に伴い、体育館の改修工事がおこなわれます。工事に伴う様々な要因から、工事が

夏休みに入ってからになり、大掛かりな工事になる模様で、工事期間が９月に入る可能性が出てき

ました。クラブの練習や、文化祭・体育祭などに支障のないようにと町のほうにお願いしています。

ただ、一定の手続きがありますので、工事の期間などの情報をもらいながら、いちばんよい方法を

考えていきます。その都度、保護者の皆さまには情報をお知らせしていきます。 

 

教育実習が始まる 

５月３１日より、本年度の教育実習生の受け入れが始まります。今年度は、国語・社会・英語の

教科での実習になります。 
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